フィリピン文部省プレスリリース

日本商人、学校建設のため寄付し、ありがとうございますと発言。

価値ある行いを支援する方法はたくさんあります。匿名で寄付をする人もいれば衆目を集めることが目的の人もいます。また、企業の社会的責任の一環として企業を通じて援助する人もいます。

しかし、自分自身の財団を設立して独自に取り組む人もおられます。ここフィリピンで長年商売を成功裡に営みその御恩返しをしたいという日本人、清水勝利氏もそういう一人です。教育分野にご恩返しをしたいというのがご本人の意向でした。

清水勝利氏は７２歳、１９６９年に初めてフィリピンの地を踏みその３年後、株式会社清水商会を日本で設立。中古船舶、舶用機器や日本の技術をフィリピンに紹介するのが事業の柱でした。「フィリピン訪問は５００回を超えますのでフィリピンを第二の故郷と呼んでも罰は当たらないでしょう」と清水は軽口を飛ばす。

清水は１９６８年１２月に初めて中古船舶をフィリピンに輸出して以降、昨年までに１０００隻に達する隻数を輸出。またERSと呼ばれる、固形廃棄物から肥料を産出する環境にやさしいプラントをバギオ市に紹介し設置したことでも知られる。

清水は自分がお世話になったフィリピン社会に恩返しする最良の方法はバタンガスのタリサイとカラタガンに教室を寄付することだと思い、木曜日に文部省と交換文書に調印した。その中で清水はまずコンピュータユニット、液晶テレビ、黒板、机と椅子等も完備した教室を１１クラス提供することになっている。

「国の成功はひとえにその国の教育にかかっています。そこで１０年以上前からNGOや当社の従業員子息に対する奨学金を提供してきました。しかし文部省が１０万クラスの教室不足に直面している事実を知りフィリピン政府のために自ら教室を建設、寄付しようと決意したのです。」

このプロジェクトの恩恵を受けるのはバタンガス州タリサイのベナンシオ・トリニダード・メモリアル小学校、カラタガンのカーレトン小学校、カルロサ小学校である。学校建設費用は７４０万ペソと見られている。

清水は２０１１年中に３校から５校の学校建設、その後３年間に２０校から３０校の建設を約束している。「学校建設は多くのフィリピンの人々がその利益を享受できるので日比両国の友好促進に効果的な方法だと思います。そして２国がもっと緊密になればと願っております。」と清水は語る。

彼は ２０１１年３月に、この目標を実現するためRK Shimizu (Nagasaki) 財団を設立した。「当財団からの援助はわたしの引退後もわたしの息子が引き継ぎ、継続して行われます。」と清水は語った。

長崎の地名が語られれば、落とされた原爆のイメージをどうしても想像してしまうが今回はその長崎からスポーツ器具、制服、かばんや教材が寄贈され、長崎県の子供たちからフィリピンの公立学校にバトンタッチされることになる。小学児童たちから始まる国際理解と友好関係の好ましい事例である。

清水は一つの注文を付けた。自分が寄贈する学校の子供たちが日本の文化や芸術の一端に触れることができるような機会をときどき設けてほしいと。家族のきずな、年長者への敬愛の情や学習意欲など日比両国に共通のアジア的遺産を子供たちが失ってほしくないからだ。

「清水氏のこの考えはフィリピン人が自ら育てた相互扶助精神であるバヤニハンとも相まって２国間が連帯していくとてもよいモデルだと感じます。」とアーミン・ルイストロ文部大臣は語った。

寄付の一部は日本庭園の維持管理費用にも充てられる。これは寄贈者が強く望んだものだ。「これは子供たちにとって異文化に目を開く機会になりますしその美しさに触れることによって逆にフィリピン独自の文化を強化することにもつながるでしょう。」と大臣は付け加えた。

清水の寄付金は、教育水準の向上のため公立学校への寄付を民間から受け付ける文部省の学校向上プログラムに預託される。寄贈者はその見返りとして税務署から寄贈金額に応じた免税措置を享受できる。

清水にとって最も美しい日本語は、「ありがとう」である。「あなたの国の言葉ではサラマットポですがこの言葉を交わすことでお互いに尊敬の念が生まれます。ですから私の願いは両国民がいつまでも”ありがとう”、”サラマットポ”と感謝しあうことが続くことです。」
